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表紙写真　大募集！
　センターニュースの表紙にあなたの撮った写真を載せませんか？
　写真とその表紙の説明（撮影した状況やその物の説明、言いたい事など
なんでも構いません）を付けて info@ks-dositu.or.jp にお送り下さい。
　採用された方にはちょっとしたお礼もございます。
　皆様のご投稿をお待ちしております。

　今年の 5月に主に力学系の試験機を水害から守るために 1階から 2階に移動しましたので
皆様にお知らせいたします。
表紙の写真の左上から
    ① 空圧式段階載荷の圧密試験機
    ② 定ひずみ速度載荷の圧密試験機
    ③ 標準三軸圧縮試験機
    ④ 動的試験機（液状化・動的変形）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（センター梅本  記）

表紙説明

編　　　集 広報小委員会
編集責任者 中山義久
印　　　刷 千里丘印刷

発　　　行 協同組合　関西地盤環境研究センター
 〒566-0042　摂津市東別府1丁目3番3号
 TEL 06-6827-8833（代）
 FAX 06-6829-2256
 e-mail tech@ks-dositu.or.jp

http://www.ks-dositu.or.jp

組合員・賛助会員名簿
【組合員名簿】 （50音順）

会　社　名 電話番号 会　社　名 電話番号

株式会社 アテック吉村 （072）422-7032 株式会社 地圏総合コンサルタント 四国支店 （0897）33-3123

株式会社 インテコ （0742）30-5655 中央開発 株式会社 関西支社 （06）6386-3691

株式会社 エイト日本技術開発 関西支社 （06）6397-3888 中央復建コンサルタンツ 株式会社 （06）6160-1121

株式会社 オキコ コーポレーション （06）6881-1788 株式会社 東京ソイルリサーチ 関西支店 （06）6384-5321

応用地質 株式会社 関西事務所 （06）6885-6357 株式会社 東建ジオテック 大阪支店 （072）265-2651

川崎地質 株式会社 西日本支社 （06）7175-7700 東邦地水 株式会社 大阪支社 （06）6353-7900

株式会社 関西土木技術センター （075）641-3015 土質コンサル 株式会社 大阪事務所 （072）634-6373

株式会社 基礎建設コンサルタント （088）642-5330 株式会社 中堀ソイルコーナー （06）6384-9069

基礎地盤コンサルタンツ 株式会社 関西支社 （06）4861-7000 株式会社 日さく 大阪支店 （06）6318-0360

キタイ設計 株式会社 （0748）46-2336 株式会社 日建設計シビル （06）6229-6372

株式会社 キンキ地質センター （075）611-5281 株式会社 日本インシーク （06）6282-0310

株式会社 KGS （072）279-6770 日本基礎技術 株式会社 関西支店 （06）6351-0562

株式会社 建設技術研究所 大阪本社 （06）6206-5700 日本物理探鑛 株式会社 関西支店 （06）6777-3517

興亜開発 株式会社 関西支店 （072）250-3451 ハイテック 株式会社 （06）6396-7571

株式会社 興陽ボーリング （06）6932-1590 株式会社 阪神コンサルタンツ （0742）36-0211

国際航業 株式会社 関西技術所 （06）6487-1111 阪神測建 株式会社 （078）360-8481

株式会社 国土地建 （0748）63-0680 株式会社 ビュー設計 （088）665-7360

サンコーコンサルタント 株式会社 大阪支店 （06）6121-5011 復建調査設計 株式会社 大阪支社 （06）6392-7200

有限会社 ジオ・ロジック （072）429-2623 双葉建設 株式会社 （0748）86-2616

株式会社 白浜試錐 （0739）42-4728 報国エンジニアリング 株式会社 （06）6336-0228

株式会社 ソイルシステム （06）6976-7788 株式会社 メーサイ （06）6190-3371

株式会社 ダイヤコンサルタント 関西支社 （06）6339-9141 明治コンサルタント 株式会社 大阪支店 （072）751-1659

株式会社 タニガキ建工 （073）489-6200 株式会社 ヨコタテック （06）6877-2666

株式会社 地域地盤環境研究所 （06）6943-9705

【賛助会員名簿】

会 社 名 電話番号 会 社 名 電話番号

株式会社 アーステック東洋 （075）575-2233 株式会社 創研技術 （088）652-0077

株式会社 勇コンサルタンツ （078）652-3330 株式会社 綜合技術コンサルタント （075）312-0653

株式会社 池田地質 （06）6797-2280 株式会社 ソルブレイン （06）6981-3330

株式会社 JFDエンジニアリング （06）6531-3326 株式会社 兵庫コンサルタント （0799）28-1074
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　私が協同組合関西地盤環境研究センター（以下、センター）に関わり早くも 12 年が

経ちました。振り返りますとセンターに理事として就任した頃の当業界は大変厳しい

時代でありました。センターの経営状況は、この業界の発注量に応じてリニアに反応し、

当時は厳しい状況をどう改善すべきか、理事会や事業検討委員会で様々な議論が絶え

なかった日々を思い出します。

　そんな中、平成 25 年頃より当業界の状況はやや好転しだし、当時元佐藤専務理事が

掲げる「三方よし」の掛け声が徐々に具体化してきました。その内容として、組合員

皆様への利用配当等の拡大、職員への利益還元、設備の更新や研修による品質の維持

向上等、一重に組合員皆様の変わらぬご支援おかげで今日のセンターの好調を支えて

下っていることに、改めて感謝と御礼を申し上げます。

　現在、世の中はコロナ禍という厳しい状況にありますが、幸いなことに当業界はあ

まりその影響を今は受けていないと云えます。センターもこの業界も最近の経営環境

は落ち着いている状況下にあると思われますが、この好況が今後も続くか気がかりで

あります。コロナ禍の中、税収は激減しかつてない補助金や緊急経済対策により将来

の借金が増えたことは事実であり、当業界への影響は今後皆無とは云えないでしょう。

　云うまでもなく、今後センターは、再来するかもしれない逆境に備え今以上にポテ

ンシャルを高める必要があります。センターは受注産業であり、お客様が今後もセン

ターを選んでいただくよう、今ある弱点を無くし、より高い品質・サービスのご提供

と組合員皆様ならびに職員の満足度をより向上させる必要があり、そのための課題は

まだまだ山積されております。

　現在、理事会では来るかもしれない逆境に耐えられるセンターを目指すための議論

が交わされております。課題として、品質向上のための職員個々の更なるスキルアップ・

業務効率化に対応したリーダーの育成と組織の在り方、特にこの 2 点が急ぎ改善すべ

き点と考えております。

　是非、組合員皆様方のさらなるご支援を頂きながら、来る逆境にも耐えられるより

強いセンターになるよう、微力ながらもセンターに関わって参りたいと思っておりま

す。

センターと 12 年

副理事長　窪田  博之
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定例理事会 Regular board of directors5月

定例理事会 Regular board of directors4月
　令和 2 年 4 月 24 日（金）15 時 00 分より、ＷＥＢにて理事 10 名が出席して開催した。 
　定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。
 

 1 ）一般経過報告
  ３月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）３月分事業報告の件
 3 ）その他の件
　　（1）組合員代表者変更について

 1 ）第 40 期通常総会議案書（案）承認の件
　　（1）令和元年度事業報告書（案）承認の件
　　（2）令和元年度決算書（案）承認の件
　　（3）令和元年度剰余金処分（案）承認の件
　　（4）令和 2 年度専務理事報酬を含む役員報酬（案）承認の件
　　（5）令和 2 年度借入金限度額（案）承認の件
　　（6）令和 2 年度事業収入計画（案）及び収支予算（案）承認の件
 2 ）第 40 期通常総会開催方法の件
 3 ）組合ビジョンの件
 4 ）創立 40 周年記念事業の件
 5 ）賛助会員入会について

［報告事項］

［審議事項］

［審議事項］

［報告事項］

　令和 2 年 5 月 28 日（木）15 時 00 分より、ＷＥＢにて理事 9 名が出席して開催した。
　定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 1 ）一般経過報告
  ４月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）４月分事業報告の件
 3 ）第 40 期通常総会書面議決書回答状況について
 4 ）第 40 期通常総会後の手続き等予定の件

 1 ）組合職員昇格及び給与改定の件
 2 ）創立 40 周年記念事業の件の件
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［審議事項］

　令和 2 年 7 月 30 日（木）14 時 00 分より、ＷＥＢにて理事 10 名が出席して開催した。
　定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 1 ）一般経過報告
  ６月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）６月分事業報告の件
 3 ）令和 2 年度第１四半期実績報告の件
 4 ）第 41 期臨時総会開催について
 5 ）大阪府中小企業団体中央会「第 62 回中小企業団体大阪大会」表彰者推薦の件
 6 ）組合組織図について

 1 ）創立 40 周年記念事業の件

［報告事項］

定例理事会7月 Regular board of directors

［審議事項］

　令和 2 年 6 月 23 日（火）15 時 00 分より、ＷＥＢにて理事 10 名が出席して開催した。 
　定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 1 ）一般経過報告
  ５月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）５月分事業報告の件

 1 ）組合職員夏期賞与支給検討の件
 2 ）創立 40 周年記念事業の件
 3 ）組合職員給与改定について

［報告事項］

定例理事会6月 Regular board of directors
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　８月理事会は資料をメールで送付の上、持ち回り開催とした。
　令和 2 年 8 月 26 日に全理事に資料を送付し、令和元年 8 月 28 日までに意見を回収した。

 1 ）一般経過報告
  ７月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）７月分事業報告の件

［報告事項］

定例理事会8月 Regular board of directors

　令和 2 年 9 月 29 日（火）15 時 00 分より、ＷＥＢにて理事 10 名が出席して開催した。
　定款の定めにより、寺西理事長が議長に就任し議事進行を行った。

 1 ）一般経過報告
  ８月の会議・会合・行事について報告した｡
 2 ）８月分事業報告の件
 3 ）創立 40 周年記念事業について
 4 ）小委員会開催報告の件
 5 ）その他の件
　　（1）所管行政庁の変更について

 1 ）設備投資の件（動的変形試験機ニューマークＤ法φ 100mm）

［報告事項］

定例理事会9月 Regular board of directors

［審議事項］
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センター小委員会自己紹介（広報小委員会）

　前期に引き続いて委員長の大役を仰せ
つかることになりました。
　今年度はセンター創立 40 周年にあたり、
昨年から記念行事の実現も含めて色々と意
気込んでいましたが、例の世界的社会情勢
によってすべてが仕切り直しとなり残念で
仕方がありません。半年ほど遅れましたが、
徐々に活動を再開し、皆様が楽しんで頂け
るセンターニュースに、積極的に参加して
頂ける見学会や講演会を企画したいと思っ
ています。また、今年度からはホームペー
ジの刷新も企てています。もちろん記念行
事もです。
　微力ではございますが、全力で奮闘し
ますので、何卒よろしくお願いします。

　引き続き「広報小委員会」に参加させ
て頂きます中央開発㈱の杉原と申します。
今回は副委員長を務めさせて頂きます。
皆様が興味を持って読んでいただけるよ
うな魅力あるセンターニュースを作って
いきたいと考えております。微力ではあ
りますが，精一杯努めて参りますので，
よろしくお願い致します。

　株式会社 KGS の高村と申します。今回
から「広報小委員会」に移り活動させて
頂く事となりました。こちらではセンター
HP の担当をさせて頂きます。
　皆様には HP を通じて、より一層【セ
ンターの魅力】をお伝えできるように努
めてまいりますので、どうぞよろしくお
願いいたします。

　この度、センター広報小委員会に参加す
ることになりました日建設計シビルの長谷
川智昭と申します。センターでは、前回の
広報小委員会から引き続き、参加させて頂
いております。座右の銘は、「点滴穿石」
です。
微力ではありますが、お手伝いできればと
思っております。どうぞ、よろしくお願い
申し上げます。

中央開発 株式会社
杉原　普作

株式会社 日建設計シビル
長谷川　智昭

株式会社 関西土木技術センター
荒谷　賢一

株式会社 KGS
高村　憲明
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　広報小委員会に参加致します㈱インテコ
の中谷と申します。
コロナ禍のスタートですが、奈良県より
微力ながらお手伝いできればと思います。

“新しい生活様式”でも、委員会を通じて
色々勉強できればと思います。
どうぞよろしくお願い申し上げます。　
公私共に使える情報提供や、興味関心の
喚起ができればと思います。よろしくお願
い致します。

株式会社 インテコ
中谷　英之

　ハイテックの曽根です。前回に引き続
き、広報小委員会に参加することになり
ました。
見た目は真っ黒ですが、中身は真っ白で
す。今回の新しいメンバーと共に、楽し
みながら沢山の方々と交流を図りたいと
思います。微力ではありますがお役に立て
るように努めます。

ハイテック 株式会社
曽根　直樹

　引き続き広報小委員に参加させて頂く
ことになりましたメーサイの加藤です。
コロナの中、委員会活動に制限がかかる
状況ではありますが、センターの広報活
道を頑張りたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

株式会社 メーサイ
加藤　博之

　この度、センター広報小委員会の活動
に初めて参加させていただくことになり
ました。
　一人でも多くの組合員の方々の目に留
まるようなものを考え、発信していける
よう心掛けたいと思います。皆さんのご
指導を賜りながら、お役に立てるよう精
一杯努めて参ります。どうぞよろしくお
願いいたします。

国際航業 株式会社
長谷川　友祐

　この度、広報小委員会に参加させてい
ただくことになりましたキンキ地質セン
ターの髙栁と申します。まだまだ若輩者
ではありますが、委員会活動を通じ、様々
なことを学ばせて頂ければと思います。
初参加ということで多少の緊張もありま
すが、委縮することなく自分の色を出し
ながら積極的に行動していきます。どう
ぞよろしくお願い致します。

株式会社 キンキ地質センター
髙栁　昂
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　この度、広報小委員会に参加させて頂き
ます、センターの梅本と申します。22 年
くらい前に収益事業小委員会、事業検討小
委員会に参加していました。その当時は環
境部門の立上げや、試験機の自動化、C 棟
増築の検討を行いました。
　これまで小委員会に参加して得られたも
のとしては、人との繋がりが大きいと思い
ます。
現在でも当時の委員会でお世話になった方
とは仲良くさせていただいており、仕事の
面でも助けてもらっています。この広報小
委員会でも有意義な人脈が作れたらいいと
思い、これからの委員会活動で頑張ってい
きたいと思います。

協同組合 関西地盤環境研究センター
梅本　学 　前回から引き続き、広報小委員会事務局

を担当させていただきます、センターの橋
本です。前委員会から引続き案件と進化さ
せていく案件があります。またコロナ渦の
中、新しい委員会、行事のスタイル構築も
必要としています。
　微力ではありますが、事務局として委員
の皆様にご協力いただけますよう、務めて
まいりますのでよろしくお願いします。

協同組合 関西地盤環境研究センター
橋本　篤

　今回「広報小委員会」に参加させてい
ただくことになりました。センターの西
野と申します。
　分からないことだらけですが、センター
の良いところをたくさんお伝え出来るよ
うに努めてまいりますので、どうぞよろ
しくお願い致します。

協同組合 関西地盤環境研究センター
西野　真海

　この度、広報小委員会に参加させていた
だくことになりました、川崎地質の髙野と
申します。初参加ということで分からない
ことも多々あると思いますが、皆さんのご
指導の下、微力ながらお手伝いしていけれ
ばと思います。委員会活動を通じて、様々
なことを学ばせていただきたたく思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

川崎地質 株式会社
髙野　郁弥
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センター小委員会自己紹介（教育・技術小委員会）

　引き続き、教育・技術小委員会に参加
させていただいております。鏡原と申し
ます。COVID-19 により、従来とは異なる
新しい生活様式での生活が余儀なくされ
ております。新しい生活様式に馴れなが
ら、小委員会の活動に貢献できればと思っ
ております。また、これまでの小委員会
の活動に加え、時代の変化に合わせた新
しい取り組みができればとも思っており
ます。どうぞよろしくお願い申し上げま
す。

　今年度より教育・技術小委員会の委員
長をさせて頂きます基礎地盤コンサルタ
ンツ（株）の深井と言います。関西地盤
環境研究センターと各組合員様を繋ぐパ
イプ役として微力ながら責務を全うした
いと考えています。新型コロナの影響に
つき様々な社会活動が制限されています
ので、この時代に即した新しい活動様式
を模索したいと考えています。どうぞよ
ろしくお願い致します。

　中央復建コンサルタンツ（株）の金村
と申します。平成 28 年度から当委員会活
動に参加させていただいております。セ
ンターの皆さまには、平成 4 年入社当時
からお世話になり続けておりますので、
委員会活動を通じて少しでも恩返しでき
ればと思っております。
　今年度は、新型コロナ対応をきっかけ
に新しいやり方に変えていくチャンスの
年かと思っております。引き続き、よろ
しくお願いいたします。

　今年度から教育・技術小委員会に参加さ
せていただくことになりましたキタイ設計

（株）：五十嵐です。元々は地質屋ですが、
中小企業なもので普段は軟弱地盤から岩盤
調査、ため池調査や水文調査、地すべり業
務など、いろんな業務を東北～九州の範囲
で担当しております。私自身、室内土質試
験の本質的なところの勉強がまだまだ足り
ないところですので、自分自身の研鑚も含
めてお手伝いできればと思っております。
よろしくお願い致します。

キタイ設計 株式会社
　五十嵐　慎久

株式会社 ダイヤコンサルタント
鏡原　聖史

中央復建コンサルタンツ 株式会社
金村　和生

基礎地盤コンサルタンツ 株式会社
深井　晴夫
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　教育・技術小委員会に参加させていた
だくことになりました、地圏総合コンサ
ルタントの澁谷です。愛媛県の新居浜か
ら参加させていただきます。土質のプロ
であるセンター職員、委員の方々と委員
会が活発な議論の場になるよう、微力な
がら精一杯がんばりたいと思います。セ
ンター創立 40 周年の節目、良い委員会に
したいです。

株式会社 地圏総合コンサルタント
澁谷　奨

　今年度より、教育・技術小委員会に参
加させていただくことになりました、地
域地盤環境研究所の辻と申します。現在
主担当としている業務は、計測関連の内
容が多く、調査や土質試験の案件に直接
携われていませんが、今後は、当委員会
の活動を通じて、さらに自分の知見を磨
くと共に、微力ではありますが委員会活
動にお役に立てるようにしたいと考えて
おります。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

株式会社 地域地盤環境研究所
辻　貴博

　前期より引き続き、教育技術小委員会
に参加させていただくことになりました、
東京ソイルリサーチの田中と申します。
当初は、軽い気持ちで参加させていただ
いたのですが、はじめてでよくわからな
い状況のため少し戸惑っておりました。
今後は、委員やセンター職員の方との活
動を楽しめるよう、そして微力でありま
すが委員活動にお役に立てるようにした
いと思います。よろしくお願いいたしま
す。

株式会社 東京ソイルリサーチ
田中　洋

　私は河川堤防に関する地盤調査をよく
行っています。調査業務での経験や知識
が委員会活動でお役に立てればと思って
います。どうぞよろしくお願いします。

株式会社 キンキ地質センター
新井　靖明

　組合の教育・技術小委員会に参加させ
ていただくことになりました日さくの山
本保則です。所属は大阪ですが、関西よ
りも九州地方等への出張が多いところで
す。7 月まではコロナ渦でもあり遠く離れ
ていましたが、8 月に入ってようやく大阪
に復帰です。当社でも WEB 会議が多く
なってきました。なななか慣れませんが、
若手技術者に業界が面白いものと伝える
ことができるよう努めたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。

株式会社 日さく
山本　保則
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　前期より引き続き、教育・技術小委員
会に参加させていただきます林峻平です。
まだまだ若輩の身であり至らぬ点等ござ
いますが、委員会活動は精一杯努めてい
きたいと思います。ご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます。

　教育・技術小委員会 事務局の、金津と
申します。
委員会活動は、2015 年 9 月より委員会活
動進めてきましたが、近年やっと軌道に
乗ってきたと自負しております。委員会活
動を通じて、センターが組合員の皆様に、
身近で役に立つと思っていただけるように
努めていきたいと思います。よろしくお願
いします。

協同組合 関西地盤環境研究センター
林　峻平

協同組合 関西地盤環境研究センター
金津　正子

　前期より引き続き、教育・技術小委員会
で事務局をさせて頂くことになりました
センターの三好と申します。これからも
皆様と委員会を楽しく盛り上げていきたい
と思っております。また、小委員会の話だ
けでなく皆様といろんなお話ができたらと
思っております。お気軽にお声かけくださ
い。よろしくお願いいたします。

協同組合 関西地盤環境研究センター
三好　功季

　平成 28 年度から 2 期 4 年間、教育技術
委員会活動に参加してきましたが、今年度
も引き続き、教育・技術小委委員会に所属
させていただくこととなりました。今年度
はコロナ禍で以前までと同じように活動で
きない中で、今後はさまざまなアイデアや
意見を取り入れて、新しい方法での活動を
模索できればと思います。よろしくお願い
いたします。

日本基礎技術 株式会社
木村　耕治
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　昨今は、コロナウイルスにより世界中の人々に困難が立ちはだ
かっています。
そんな時だからこそ、下を向かずにどうにか前を向いて踏ん張り
たいですね。人は許容範囲を超えた事態が起きると、誰もが真剣
に考え持てる能力を最大限に活用して動き始めるのです。そんな
未知なる経験をすると、その先には必ず大きな躍進があると思い
ます。
　今、社会が大きく変わりつつある中で、自分も目の前の困難に
立ち向かい、そして新たな自分を生み出すためにも、もがきあが
いてがむしゃらに“成長できるチャンス”を大切にして、一皮む
けた新たな自分に出会える時を楽しみに頑張ろうと思います。

                                                          （長谷川　友祐　記）

「かつてない困難からは、かつてない革新が生まれ、
	かつてない革新からは、かつてない飛躍が生まれる。」

　　　　　　　　　松下幸之助（パナソニック株式会社創業者）



　この度、2020 ～ 2022 の広報小委員会と教育・技術小委員会の新委員が決定しました。

新メンバーを含めた自己紹介を掲載しています。いつもであれば合同小委員会があり顔

合わせ自己紹介を行い、それぞれの委員会活動に入って行くのですが、今年はご存じの

とおりコロナ禍で、なかなか直接顔を合わせることも出来ず、委員会会議はリモートで

行われている状況です。

　話は変わって、私には調査の業界内でコロナにかかったという情報は入ってないので

すが、みなさんはいかがお過ごしですか。弊社の現場職員を見ていますとコロナという

言葉を忘れてしまうくらい元気に活動しています。職員たちは全国あちこちと出張に出

かけていて、中には「大阪ナンバーでの現場出入りは避けてくれ」と言われ、ご当地ナ

ンバーのレンタカーを借りて現場施工をしたこともありましたが、無事に現場を終わら

せ元気に帰社してくれています。日頃外で体を動かしていて体力のある人は、コロナに

もかかりにくいのかも知れませんね。現状外での活動もなかなか出来にくい状況ですが、

風邪予防の為にも何かしらの体力づくりを行い、今この時を乗り切って行きたいもの

です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤　博之　記）

編集後記
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表紙写真　大募集！
　センターニュースの表紙にあなたの撮った写真を載せませんか？
　写真とその表紙の説明（撮影した状況やその物の説明、言いたい事など
なんでも構いません）を付けて info@ks-dositu.or.jp にお送り下さい。
　採用された方にはちょっとしたお礼もございます。
　皆様のご投稿をお待ちしております。

　今年の 5月に主に力学系の試験機を水害から守るために 1階から 2階に移動しましたので
皆様にお知らせいたします。
表紙の写真の左上から
    ① 空圧式段階載荷の圧密試験機
    ② 定ひずみ速度載荷の圧密試験機
    ③ 標準三軸圧縮試験機
    ④ 動的試験機（液状化・動的変形）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（センター梅本  記）
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組合員・賛助会員名簿
【組合員名簿】 （50音順）

会　社　名 電話番号 会　社　名 電話番号

株式会社 アテック吉村 （072）422-7032 株式会社 地圏総合コンサルタント 四国支店 （0897）33-3123

株式会社 インテコ （0742）30-5655 中央開発 株式会社 関西支社 （06）6386-3691

株式会社 エイト日本技術開発 関西支社 （06）6397-3888 中央復建コンサルタンツ 株式会社 （06）6160-1121

株式会社 オキコ コーポレーション （06）6881-1788 株式会社 東京ソイルリサーチ 関西支店 （06）6384-5321

応用地質 株式会社 関西事務所 （06）6885-6357 株式会社 東建ジオテック 大阪支店 （072）265-2651

川崎地質 株式会社 西日本支社 （06）7175-7700 東邦地水 株式会社 大阪支社 （06）6353-7900

株式会社 関西土木技術センター （075）641-3015 土質コンサル 株式会社 大阪事務所 （072）634-6373

株式会社 基礎建設コンサルタント （088）642-5330 株式会社 中堀ソイルコーナー （06）6384-9069

基礎地盤コンサルタンツ 株式会社 関西支社 （06）4861-7000 株式会社 日さく 大阪支店 （06）6318-0360

キタイ設計 株式会社 （0748）46-2336 株式会社 日建設計シビル （06）6229-6372

株式会社 キンキ地質センター （075）611-5281 株式会社 日本インシーク （06）6282-0310

株式会社 KGS （072）279-6770 日本基礎技術 株式会社 関西支店 （06）6351-0562

株式会社 建設技術研究所 大阪本社 （06）6206-5700 日本物理探鑛 株式会社 関西支店 （06）6777-3517

興亜開発 株式会社 関西支店 （072）250-3451 ハイテック 株式会社 （06）6396-7571

株式会社 興陽ボーリング （06）6932-1590 株式会社 阪神コンサルタンツ （0742）36-0211

国際航業 株式会社 関西技術所 （06）6487-1111 阪神測建 株式会社 （078）360-8481

株式会社 国土地建 （0748）63-0680 株式会社 ビュー設計 （088）665-7360

サンコーコンサルタント 株式会社 大阪支店 （06）6121-5011 復建調査設計 株式会社 大阪支社 （06）6392-7200

有限会社 ジオ・ロジック （072）429-2623 双葉建設 株式会社 （0748）86-2616

株式会社 白浜試錐 （0739）42-4728 報国エンジニアリング 株式会社 （06）6336-0228

株式会社 ソイルシステム （06）6976-7788 株式会社 メーサイ （06）6190-3371

株式会社 ダイヤコンサルタント 関西支社 （06）6339-9141 明治コンサルタント 株式会社 大阪支店 （072）751-1659

株式会社 タニガキ建工 （073）489-6200 株式会社 ヨコタテック （06）6877-2666

株式会社 地域地盤環境研究所 （06）6943-9705

【賛助会員名簿】

会 社 名 電話番号 会 社 名 電話番号

株式会社 アーステック東洋 （075）575-2233 株式会社 創研技術 （088）652-0077

株式会社 勇コンサルタンツ （078）652-3330 株式会社 綜合技術コンサルタント （075）312-0653

株式会社 池田地質 （06）6797-2280 株式会社 ソルブレイン （06）6981-3330

株式会社 JFDエンジニアリング （06）6531-3326 株式会社 兵庫コンサルタント （0799）28-1074
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